
 館位置の変更

黒井堰絵図

地籍図

 で、中世以降の遺構であることは間違いない。SD373やSD929溝跡を切って掘り込んでいる

 ことからも中世から近世にかけての遺構と考えられる。

 4鵜の木館と内城館の復元

 (1)調査成果から

 今回の鵜の木館跡の発掘調査から、字「内城」に所在する館跡の堀跡及び、館跡外側に広が

 る建物跡を検出した。さらに西端には堀跡あるいは水路跡と思われる中世以降の溝跡が見つか

 った。「中世城館跡分布調査報告書」の鵜の木館は、調査区の東区及び南側の水路により区画

 された区域にあたり、「中世城館跡分布報告書」内にある内城館は字「中丸」には確認できず、

 字「内城」に所在し西側の堀跡を部分的に調査した。「中世城館分布調査報告書」での位置の

 変更が必要である。調査によって内城館の西側に中世以降の建物が配置することが明らかとな

 り、柱の配置や間取りから数時期にわたる建物群が存在することがとらえられた。2つ館跡の

 正確な位置と館外の建物などの遺構の様子を捉えることができたのは一つの成果と言える。

 (2)絵図・地籍図にみる館跡

 寛政九年(1797)の『黒井堰御絵図』(米沢市立図書館蔵)に鵜の木館や内城館、熊野館の

 掘や土塁が描かれており、近世中期の鵜の木周辺の様子を知ることができる(第135図)。絵

 図を詳しく見ると米沢街道の東側に「みょう」と記された堀に囲まれた屋敷、西側に「館跡」

 と堀で囲まれた屋敷(鵜の木)がみえる。青く表現された堀に囲まれた屋敷跡の中には3棟ほ

 どの建物が描かれており、置賜盆地に広く分布する屋敷堀を持つ豪族屋敷(田屋)に近い存在

 と考えられる。一方「館跡」と記された所はすでに施設はなく廃墟として土塁が残されたとこ

 ろで、近世以前の城館の可能性が高い。「黒井堰絵図」には、このような館跡・屋敷跡が幾つ

 か描かれている。

 南陽市市役所に保存されている明治22年作成の地籍図でこれらの該当する地域を調べたと

 ころ、同じく3箇所の館跡を確認することができた。黒井堰に表れた「館跡」は字「内城」に



 相当し、「みょう」は字「熊之前」に相当した。もう一箇所の堀に囲まれた部分は字「鵜之木」

 にあたる。地籍図による土地割りからも館の形状が伺え、ほぼ絵図に近い状況であることがわ

 かった。これらの館跡は「中世城館分布調査報告書」にも記載されているが、分布図での位置

 がずれていると判断される部分もあり、「中世城館分布調査報告書」に載る内城館の実際の位

 置は字「内城」になり、鵜の木館はより南側の現集落に重なり、「熊の前館」は絵図にある

 「みょう」に相当すると理解した。

 (3)文献史料から

 天文7年(1538)9月の『伊達植宗御段銭帳』・天文22年(1553)の「伊達晴宗公采地下賜

 録」や天正13年(1585)の『北条段銭帳』には、中丸郷の記載があり、長岡・俎柳・中の目

 を含む地域を指していることが伺え、現在も字「中丸」の地名が残されている。前述した文献

 によれば中丸郷には、きつねさき在家・みよう在家・さい藤在家・ていまつ在家などの在家が

 記載されている。また、伊達家臣であった湯目氏文書(東北大学所蔵)には、中野目在家・那

 智阿弥陀在家・館の内在家・右京在家等が記されている。

 天正18年(1590)10月、森田惣右衛門・大窪信濃、大窪美濃・矢内藤兵衛の四名が「中丸

 おとな」に北条中丸の田銭取立について書状を出している。これら四名は伊達政宗から知行地

 として「中丸」を与えられた人物であろうか。文書に出てくる「おとな百姓」は名主の後進と

 しての家格を持ち、下人や小百姓を使って経営する有力な農民であったと考えられる。在家と

 よばれる有力農民(おとな百姓)の中には10軒もの名子をかかえる土豪クラスのものもいた

 ようで、川西町犬川の環濠屋敷などは、このような土豪クラスのおとな百姓の館屋敷と考えら
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 れる。南陽市内に残っている館・屋敷には一部堀跡が残っているものもあり、土豪クラスの有

 力農民の屋敷跡と捕らえられるものが多く含まれているようである。先に示した寛政年間の

 「黒井堰絵図」に記載されている方形に堀跡として黒く囲まれた屋敷は、中世末から近世にか

 けての有力農民(おとな百姓、土豪)の跡として考えられ、「鵜の木館」もその一つとして理

 解できよう。

 「享保の村絵図」や「黒井堰絵図」に館跡と記された内城館は、在家の屋敷跡とは表記の違

 いがあること、字「中丸」に隣り合っていること、規模が大きいことなど、そして先述した段

 銭帳などの中世末の文書等から天文年間前後に造られた館跡と推測しておく。館主については、

 天文22年(1594)の『伊達晴宗公采地下賜録』にある伊達家臣粟野弥八郎なる人物が浮かび

 上がってくるが、湯目七郎左衛門との知行関係もありはっきりとしない。

 (4)形状復元

 ①鵜の木館

 形状堀跡は、現況から北・東・西の3辺が確認される。地籍図や空中写真を参考に、堀の規

 模・形状の復元を試みた。その範囲を示したものが第137図である。合わせて第136図に地籍

 図を掲載した。堀の一部は近年まで生活用水としても利用されていたことが分かる。

 鵜の木館の推定復元の結果、北辺は推定長は80m。東辺は軸線がくい違いになりつつ、推

 定長は75m。南辺の推定長は72m、西辺は湿地帯だったのが明治期にため池に改築され、現

 在は埋め戻されている。推定長は82mとなる。よって内部の推定面積は約5800㎡であり、形

 状は僅かに北が狭くなるがほぼ方形に近い。鵜の木館跡は東側に入り口を有する平地に存在す

 る単郭式方形館であり、南北44間×東西46問となる形状に復元される。

 ②内城館

 形状堀跡は、現況から南・西の2辺が確認される。地籍図や空中写真を参考に、堀の規模・

 形状の復元を試みた。堀は埋め戻しされて耕地として整地され、南部分に関しては用水路とし

 て利用されている。

 以上推定復元の結果、北辺は推定長は125m。東辺は入り口部分を含みながら、推定長は

 75m。南辺の推定長は125m、西辺は、一部発掘により検出できた。推定長は80mとなる。よ

 って内部の推定面積は約9750㎡であり、形状は僅かに東側が狭くなるが長方形に近い。内城

 館は東側に入り口を有する平地に存在する単郭式方形館であり、南北42間×東西70間となる

 東西に長い方形の形状に復元される。

 年代SD880堀跡埋土中から出土した陶磁器片は16点あるが、堆積土下層のF3～4から出

 土した陶器片は肥前・唐津系陶器と考えられ、16世紀後半の年代が推定される。

 土器や文献からの年代観はそれほど矛盾せず、内城館は16世紀～17世紀初頭の幅で捉えら

 れる。

 16～17世紀
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